
２０１７年度 第１回関私教協幹事校会議事録 

 

１．日時 平成２９年５月１３日（土）12：50～13：４0 

２．場所 上智大学 四谷キャンパス ソフィアタワー（6号館）6－306教室 

３．出席者 

【会長】馬場 善久（創価大学・旧会長）、伊藤 智夫（北里大学・新会長） 

【幹事】鈴木 将史（創価大学・旧事務局長）、西村 宗一郎（北里大学・新事務局長）、所澤 潤（東

京未来大学・旧事務局次長）、小山 将史（日本工業大学・事務局次長）、木下ひさし（聖心女子大学・

新事務局次長）、鈴木 淳子（女子美術大学・旧）、坂田 仰（日本女子大学・旧）、山﨑 鎮親（相模

女子大学・旧）、手島 陽介（杉野服飾大学）、須川 公央、中林 俊明（白梅学園大学）、岩田 一正、

徳田 光治（成城大学）、川邉 貴子、益川 弘如（聖心女子大学）、左巻 健男（法政大学）、篠山 浩

文（明星大学）、岡田 愛（立正大学）、田中 孝一（川村学園女子大学）、吉國 陽一、藤原 隆紘（田

園調布学園大学）、五十嵐 寧（日本工業大学）、長沼 秀明（川口短期大学） 

【事務担当】広野 彰（北里大学） 

【オブザーバー】髙山 出（北里大学）、山田 和広（明星大学） 

 

※４．５．の進行は、鈴木前事務局長 

４．会長挨拶 

 2014‐2016 年度会長 馬場 善久（創価大学学長）と 2017‐2018 年度会長 伊藤 智夫（北里

大学学長）から挨拶があった。 

５．委嘱状交付 

 伊藤会長から 2017年度からの新幹事校の 4大学に委嘱状を交付した。 

６．協議 

〔報告事項〕 

（１）2017年度幹事校・世話人の体制について 

西村事務局長より別紙資料をもとに確認がされた。 

（２）関私教協総会、研究大会、情報交換会について 

西村事務局長より、当日開催されていた関私教協定期総会、合同研究大会、情報交換会が予

定通り進んでいる旨の報告がなされた。 

（３）全私教協研究大会・第 7分科会について 

鈴木前事務局長から、全私教協研究大会は現在 1000 人を超える参加がある。参加申し込み

を予定されている方は、現在 150名程度の追加枠があるので是非申し込みをお願いする。来

週 21 日（日）午後の第 7 分科会で第 5 部会から発表があるので応援をお願いする。手島世

話人から第 7分科会の内容は、教員採用のアンケートの報告も含めて５校の特色ある取組に

関してシンポジウムという形で発表する予定である旨の報告があった。 

（４）『会報』81号の編集について 

徳田幹事より『会報』第 81 号の編集状況について、別紙資料をもとに現状と課題について



説明があった。さらに、『会報』第 82号の編集に関して別紙資料をもとに、誓約書と承諾書

の様式について説明があった。 

（５）その他 

   西村事務局長から関私教協HPに本日の研究大会の3名のシンポジストの要旨（200字程度）

を昨年通り掲載するために、要旨の取りまとめを幹事（3名）に依頼した。 

 

〔審議事項〕 

（１）研究大会におけるブックレットの頒布について 

   鈴木前事務局長から、午後の研究大会で日本教師教育学会のブックレット（内容は教職課程

の再課程申請に関する意見表明）を販売したいとの東教協の清水事務局長から申し出があり、

学会資料の頒布とする提案があり、了承した。 

（２）2017年度研究部総会・第 1回研究懇話会について 

田中研究部長から研究部の 2016年度第 2回会合が 5月 12日（金）杉野服飾大学であり、 

研究部総会・第 1回研究懇話会について、別紙資料にもとづき日時・場所・講師等の説明が

あった。今後講師と講演テーマ等の意向確認の上、また、研究懇話会の進め方の詳細等につ

いては次回幹事校会で改めて検討することとなった。 

（３）その他 

１）関私教協活動著作物の著作権の扱いについて 

   所澤前研究部長から、関私教協活動著作物を学会で発表することや、出版することで生じ 

る著作権について、任意団体である関私教協が著作権を持つ場合、著作権料収入が生じるこ

とから管理することの困難さがあるので、著作権を管理しないなどが考えられる。また、ア

ンケート結果などを当該年度中に（個人・グループが）出版する場合も考えられるので、何

年間かは関私教協が管理する必要があるなどの様々な問題を今年度の幹事校会で検討し整理

し方向性を示す必要があるとの提案があり、検討課題とすることとした。 

２）今後の研究部の体制について 

   所澤前研究部長から、合同研究大会は今年度は東教協が主に運営したが、来年度は関私教    

協の運営主体となるので研究部の負担が大きい。5月の研究大会の後、7月に第１回研究懇話

会があり、日程的に短期間で 2つの大会は負担が大きく検討の必要がある。7月は講演会だ

けとするなど検討の必要がある。研究懇話会の在り方について、来年の 2月頃までには方向

性を示す必要があると提案があり、今年度幹事校会で検討することとした。 

３）予算執行の課題について 

   予算の執行について鈴木前事務局長より情報交換会等経費の抑制や、幹事校会の食事代の 

抑制で研究経費に充てることの提案があり、今年度幹事校会で検討することとした。 

 

第 2回幹事校会開催予定 2017年 5月 31日（水）19：00～ 場所：白梅学園大学 

第 3回幹事校会開催予定 2017年７月  3日（月）19：00～ 場所：立正大学 

第４回幹事校会開催予定 2017年７月 16日（日）未定    場所：北里大学 


